
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC ９月第１例会 (2011.9.6) №2911 

 

(1) 「君が代」斉唱  

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 佐藤 紳一会長挨拶 

名称に関する指針 

 ９月に入り佐潟方面に車を走らせていると路肩に淡

いピンクの彼岸花が咲いていました。「もう咲いている

のか」と思い、また蝉の声も真夏の頃と比べ弱々しくな

ってきました。夜になると小さな声で虫の音が聞こえ季

節は秋に入ったのだと思います。 

*ヒガンバナ科の多年草 秋の彼岸の頃に咲き、あとで

芽が出る有毒植物。鱗茎（リンケイ）は草用。別名：ま

んじゅうしゅげ 

 今日は二十四節気について少しだけ紹介します。二十

四節気は暦面に気候の推移を示す二十四の基準点であ

り歳時記の季語（新年、春、夏、秋、冬）を決める際の

基準となっています。およそ半月ほどの季節の変化をお

のずと喚起させるシグナルです。 

 先週に続いて「ロータリーの標章」に関する事柄です。

ロータリーの名称、徽章、あるいはロータリー標章が

クラブのプロジェクト名やプログラム名、ウェブサイ

ト、発行物と一緒に用いられる場合、この名称が徽章

と近接した位置と同等に使用されていることを確認す

る。クラブ名を含めることで地域社会において、その

プロジェクトやプログラムにクラブが関わっているこ

とが認められ、このような指針を守ることでＲＩを法

的責任から守ることができます。ＲＩ理事会は質の高

い商品をロータリアンに提供するために免許制度を設

けています。ＲＩはロータリーの標章が付いたＲＩの

公式被免許業者からのみ購入するようにロータリアン

に求められています。クラブがロータリーの名称、徽

章、そのほかのロータリー標章の付いた商品を販売す

ることによって特定のプロジェクト名称、及びこの活

動またはプロジェクトの期間が表示されることを条件

として国際ロータリーの免許なしにそれを行うことが

できます。その場合クラブが必ずＲＩの公式被免許業

者からこうした商品を購入するようにする。クラブが

長期の募金プロジェクトで商品を販売する場合はＲＩ

に免許の申請をする必要があります。 

(3) 幹事報告（高橋 秀松幹事） 

・地区役員の方で地区主催の事業に出席された方はメ

ークアップ扱いとなりますので、チェック版の空欄に

日付と事業名を記載願います。 

・例会後 青少年育成基金プロジェクト会議を ４階

『雪椿の間』で開催致します。 

 

(4) 「新世代奉仕月間に因むお話」 

高橋 清文新世代奉仕委員長 
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新世代奉仕月間に因むお話 抜粋 

 
新世代奉仕委員長 高橋 清文 

 
 

＜新世代奉仕＞ 
 

4 月に行われた 2010 年規定審議会で、新世代奉仕は、

ロータリー・クラブの活動の土台となるクラブ奉仕、

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕に続く、第5の奉仕部

門として承認されました。 

 新世代が大切なのは、ロータリーの未来にとってば

かりでなく、わたしたちの地域社会や世界全体にとっ

ても言えることです。 

 第5の奉仕部門となる新世代奉仕は、世界平和と異

文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少

年と若者にとって好ましい変化をもたらすことを認

識するものです。 

 
 

子供の権利 (Rights of Children) 

 
１９９０年 ＲＩ理事会は、子供の権利に対するＲＩ

の姿勢について次の声明を採択しました。  
 
１ 傷つきやすいがゆえに、子供には特別な配慮と保

護が必要である。  
２ 世界中のすべての国に、非常に困難な事情の下に

生活している子供達が存在している。  
３ すべての子供達は、平和、尊厳、寛容、自由、平

等な環境の下に成人することができなければならな

い。  
ＲＩは、以上のことを認識して、すべての子供が、十

分な食料、住居、保健衛生、教育を受け、虐待、暴力

から守られる権利を有することを保証、支援する。世

界中のＲＣは、人種、信条、国籍に関係なく、すべて

の子供達のこれらの権利を保護することに献身する。 
 
 

五香の儀式 
  
中国では、生まれた赤ちゃんにおっぱいをやる前に、

まず酢をなめさせ、次に塩を、３番目に苦い薬を、４

番目にとげのあるカギカズラを、なめさせた後に砂糖

をなめさせるという「五香の儀式」をやっていたそう

です。生まれたばかりの赤ちゃんに、人生は「酸っぱ

く」「からく」「苦く」「痛い目」にあわなければ甘い

物にありつけないということを儀式の上からも教え

ています。過保護には育ててはいけないという原点が

ありました。 

９月１３日の例会予定 会員スピーチ 

「東日本大震災」「新潟・福島豪雨」 

に伴う設備被害状況と今後の見通し 

東北電力㈱新潟支店支店長 大山 隆一 君 


